
【Ｂ活用 ３ 二】

（読むこと：選択式）

様々な言語活動を通して文学的な文章を主体
的に読む学習活動
・文学的な文章を読む際には、それぞれの場面

がどのように設定されているか（時・場所・
人物など）を本文中の言葉に即してとらえる
ことが大切である。

・場面がどのように展開しているかをとらえる
とともに、登場人物の心情や行動、情景描写
などに注意して読むことが重要である。

・参考資料：「授業アイディア例」P５～６

指導上の工夫

正答率【31.6%/34.2%】 無解答率【0.8%/0.7%】
・季節を直接表す語句（春・冬）に着目するこ

とはできているが、「もうすぐ冬のやってく
ることをおもいだしました。」という表現か
ら、それが秋の場面であることをとらえられ
ていない。

要因分析

場面の展開や登場人物の心情、情景などを叙述に注意して読み取った上で、想像を広げながら読むこと

小学校低学年
場面の様子について、登場人物の
行動を中心に想像を広げながら読
む。

小学校中学年
場面の移り変わりに注意しながら、
登場人物の性格や気持ちの変化、
情景などを想像して読む。

小学校高学年
登場人物の相互関係や心情、場面
についての描写をとらえて読む。

中学校
場面の展開や登場人物などの描写
に注意して読み、内容の理解に役
立てる。

◆ 物語の場面の展開や表現の特徴をとらえること

【Ｂ活用 ３ 三】

（書くこと、読むこと：記述式）

自分の読み取った内容を表現する学習活動
・文学的な文章を朗読する際には、自分なり

に解釈したことに基づいて、声に出して表
現することが大切である。

・作品に出てくる情景や登場人物の心情など
を理解し、それにふさわしい（緩急、強弱、
間の取り方などに気をつけて）朗読をする
ことが必要である。

指導上の工夫

正答率【57.3%/58.9%】
無解答率【14.8%/13.6%】

・物語の内容の正しい理解に課題がある。

・声の出し方に関する具体的な工夫を書くこ

とに課題がある。

・過去に「作品の展開や心情の変化を読むこ

と」H19Ｂ２二【66.8%/68.5%】でも

課題が見られた。

要因分析

文学的な文章の音読の在り方について、その根拠を書き表したり、実際に音読したりすること

小学校低学年
語と語、文と文との続き方に注意

しながら、文や文章を書く。

小学校中学年
目的や必要に応じて理由

や事例を挙げて書く。

小学校高学年
目的や意図に応じて簡単に書い

たり詳しく書いたりする。

中学校
伝えたい事実や事柄について、自分の

考えや気持ちの根拠を明確にして書く。

◆ 朗読の仕方の工夫について、理由を考えること（条件作文）
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解答の状況
1,3,4と解答【31.6%/34.2%】 1,4と解答【53.1%/50.9%】 無解答【0.8%/0.7%】

繰り返し指導のポイント

繰り返し指導のポイント
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